
LifeKeeper for Linux リリースノート

バージョン 8.0
重要 !!

本製品をインストールまたは使用する前に、必ずこのドキュメントをお読みください。

このドキュメントには、インストール時とその前後に留意すべき重要な項目に関する情報が記載されて

います。

はじめに

このリリースノートの対象読者は、SteelEye Protection Suite (SPS) for Linux製品のインストール、設

定、管理を行うユーザです。このドキュメントには、LifeKeeperおよびDataKeeperの正式マニュアルに

は詳細に記述されていない重要な情報、たとえば、製品の最終テスト時に明らかになったパッケージ

のバージョン、指示や手順に関する最終段階での変更点、トラブルシューティングセクションへのリンク、

製品の制限、トラブル解決のヒントなどが記載されています。SPSソフトウェアをインストールして設定

する前に、必ずこのドキュメントの内容を確認してください。

SPSの製品説明

LifeKeeper for Linux
LifeKeeper製品には、Linux上で動作するファイルシステム、ネットワークアドレス、アプリケーション、プロ

セスの高可用性を実現する障害検出リカバリソフトウェアが含まれます。LifeKeeperは複数のサーバに

またがった特定のアプリケーションの構成と切り替えをサポートしています。アプリケーションが構成された

サーバには優先順位が割り当てられ、障害が複数発生した場合、この優先順位によってサーバから

サーバへアプリケーションを移動する順序が決定されます。

LifeKeeper for Linuxは各種システムリソースをスイッチオーバ機能によって保護します。次の種類のリ

ソースの自動リカバリが可能です。

l プロセスとアプリケーション

l 共有ストレージデバイス

l Network Attached Storageデバイス

l LVMボリュームグループと論理ボリューム

l ファイルシステム( ext3、ext4、reiserfs、vxfs、xfs、nfs)

l 通信リソース( TCP/IP)

l データベースアプリケーション( Oracle、 Informix Dynamic Server、MySQL、DB2、SAP
DB/MaxDB、PostgreSQL、EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server、EnterpriseDB
Postgres Plus Standard Server、Sybase)
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DataKeeper for Linux

l Webサーバリソース( Apache、Apache SSL)

l Sambaリソース(ファイル)

l DataKeeper for Linux

l HP StorageWorks CLX

l SAPアプリケーション環境リソース

l Software RAID (md)リソース

l WebSphereMQリソース

LifeKeeper for Linuxは、下記のリソースタイプに対するディザスタリカバリプロテクションを提供します。

l 共有ディスクを使用した Linux Multi-Site Cluster構成

DataKeeper for Linux
SteelEye DataKeeper製品：

l ボリュームベースの同期および非同期のデータレプリケーションを提供します。

l 管理および監視のために LifeKeeper Graphical User Interfaceに統合します。

l システムリカバリ時にソースサーバとターゲットサーバの間でデータを自動的に再同期化します。

l 基礎システムコンポーネントの状態を監視し、障害時にローカルリカバリを実行します。

l 手動によるリソースの切り替えおよびミラーボリュームのフェイルオーバが可能です。

l 新機能に対応できるよう、ライセンスキーを使用して簡単にアップグレードでき、高可用のクラス

タリングと自動フェイルオーバおよびリカバリを提供できます。

SPS コンポーネント

SPS コア

SPS for Linuxがバンドルされ、32bitおよび64bitシステム( x86、AMD64、EM64Tシステム)で稼動して

います。SPS Core Package Clusterには次のインストール可能なパッケージが含まれます。

パッケージ パッケージ名 説明

LifeKeeper Core steeleye-lk-8.0.0-
5104.i386.rpm

LifeKeeperパッケージは、メモリ、CPU 、OS 、SCSIディスク

サブシステム、ファイルシステムなどの中核システムコンポーネ

ントに関連した障害リカバリソフトウェアです。

LifeKeeper GUI
steeleye-lkGUI-
8.0.0-
5104.i386.rpm

LifeKeeper GUIパッケージは、LifeKeeperおよびDatakeeper
の管理および状態監視用のグラフィカルユーザインターフェー

スです。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

LifeKeeper IP
Recovery Kit

steeleye-lkIP-
8.0.0-
5104.noarch.rpm

LifeKeeper IP Recovery Kitは、 IPアドレスの自動切り替え

用のリカバリソフトウェアです。

LifeKeeper Raw
I/O Recovery
Kit

steeleye-lkRAW-
8.0.0-
5104.noarch.rpm

RAW I/O Recovery Kitを使用してカーネルのバッファリングを

回避するアプリケーションをサポートします。

LifeKeeper
CCISS
Recovery Kit

steeleye-
lkCCISS-8.0.0-
5104.i386.rpm

CCISS Recovery Kit( steeleye-lkCCISS) DataKeeperを使

用したHewlett-Packard( Compaq) CCISSデバイスに対する

サポートを提供するオプションパッケージ。(このパッケージは

SPS Installation Image Fileにあり、HPストレージデバイ

ス( CCISS)をDataKeeperと一緒に使用する場合にのみイ

ンストールします。)

LifeKeeper Man
Page

steeleye-lkMAN-
8.0.0-
5104.noarch.rpm

LifeKeeper Man Pageパッケージは、LifeKeeper製品のリファ

レンスマニュアルです。

注記 : LifeKeeper 7.5では、steeleye-lkHLP rpmパッケージは含まれていません。steeleye-lkHLPが含

むオンラインヘルプは LifKeeper GUIから起動することが可能です。オンラインヘルプは SIOSテクニカル

ドキュメンテーション( http://docs.us.sios.com)から参照可能です。このドキュメンテーションは

LifeKeeper GUIのヘルプメニューから起動することができます。

SPSのオプションリカバリソフトウェア

次のオプションソフトウェアは、記載してあるバージョンのアプリケーション用のリソース定義およびリカバリ

ソフトウェアを提供します。

パッケージ パッケージ名 保護対象のアプリケーション

LifeKeeper Apache
Web Server
Recovery Kit

steeleye-lkAPA-
7.4.0-
2.noarch.rpm

ApacheWeb Server 1.3および2.x

LifeKeeper SAP
Recovery Kit

steeleye-lkSAP-
7.5.1-
4758.noarch.rpm

SAP 7.0 Enhancement Package 1および2、SAP 7.1およ

びSAP 7.3

LifeKeeper SAP
DB / MaxDB
Recovery Kit

steeleye-
lkSAPDB-7.2.0-
3.noarch.rpm

SAP DB 7.3.0 Build 21以降

( SAPで使用するには Build 35以降が必要 )

MaxDB v7.5.x、v7.6.x、v7.7.xおよび v7.8.x
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 保護対象のアプリケーション

LifeKeeper DB2
Recovery Kit

steeleye-lkDB2-
5.2.1-
1.noarch.rpm

IBM DB2Universal Database v8.1、Enterprise Server
Edition( ESE)およびWorkgroup Server Edition(WSE)

IBM DB2 Express Edition v8.1およびExpress Edition v9

IBM DB2Universal Database v9、Enterprise Server
Edition( ESE)およびWorkgroup Server Edition(WSE)

IBM DB2 Express Edition v9.5およびExpress Edition v9.7

IBM DB2Universal Database v9.5および v9.7、Enterprise
Server Edition( ESE)およびWorkgroup Server
Edition(WSE)

LifeKeeper Oracle
Recovery Kit

steeleye-lkORA-
8.0.0-
5104.noarch.rpm

Oracle 10g Standard Edition、Standard Edition Oneおよび

Enterprise Edition、Oracle 11g Standard Edition、Standard
Edition OneおよびEnterprise Edition、

Oracle 11g Release 2

LifeKeeper
Informix Recovery
Kit

steeleye-lkINF-
6.1.0-
1.noarch.rpm

Informix Dynamic Server 9.2、9.3、9.4および10製品

LifeKeeper MySQL
Recovery Kit

steeleye-lkSQL-
7.4.0-
10.noarch.rpm

MySQL 3.23.x、4.x、5.xおよびMySQLEnterprise

LifeKeeper
PostgreSQL
Recovery Kit

steeleye-
lkPGSQL-7.4.0-
2.noarch.rpm

PostgreSQL v7.x、v8.xおよび v9.0.4

EnterpriseDB Postgres Plus Standard Server v8.4.xおよび

v9.0

EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server v8.3.xおよ

び v8.4.x

LifeKeeper Sybase
ASE Recovery Kit

steeleye-
lkSYBASE-
7.4.0-
7.noarch.rpm

Sybase ASE 12.5.xおよび15.5

LifeKeeper Postfix
Recovery Kit

steeleye-
lkPOSTFIX-
6.2.0-
2.noarch.rpm

サポート対象のLinuxディストリビューションによって提供され

るPostfix

LifeKeeper Samba
Recovery Kit

steeleye-lkSMB-
7.4.0-
2.noarch.rpm

Sambaによるファイル共有

LifeKeeper NFS
Server Recovery
Kit

steeleye-lkNFS-
7.5.0-
3640.noarch.rpm

カーネルバージョンが2.6以降のLinuxディストリビューション

のNFSファイルシステム
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 保護対象のアプリケーション

LifeKeeper
Network Attached
Storage Recovery
Kit

steeleye-lkNAS-
7.4.0-
6.noarch.rpm

NFSサーバまたはNASデバイスからマウントされたNFSファ

イルシステム

LifeKeeper Logical
VolumeManager
(LVM) Recovery
Kit

steeleye-lkLVM-
7.4.0-
3.noarch.rpm

LVMバージョン 1もしくは 2のボリュームグループおよび論理

ボリューム

LifeKeeper
Software RAID
(md) Recovery Kit

steeleye-lkMD-
7.2.0-
3.noarch.rpm

mdに基づくソフトウェアRAIDデバイス

LifeKeeper
PowerPath
Recovery Kit

steeleye-
lkPPATH-6.4.0-
2.noarch.rpm

EMC PowerPathmultipath I/O devices

注記 : このリカバリキットはMultipath Storage Support ARK
に含まれています。Multipath Storage Support ARKには、

次のリカバリキットが含まれます。PowerPathリカバリキッ

ト、 IBM Subsystem Device Driver( SDD)リカバリキッ

ト、DeviceMapper Multipath( DMMP)リカバリキッ

ト、Hitachi Dynamic Link Manager( HDLM)リカバリキッ

ト、NEC iStorage StoragePathSavior( SPS)リカバリキットで

す。これら 5つのリカバリキットは、5つの個別の rpmで提供

されます。LifeKeeperで使用する共有ストレージモデルが必

要とする特定のリカバリキットのみインストールしてください。

LifeKeeper IBM
Subsystem
Device Driver
(SDD) Recovery
Kit

steeleye-lkSDD-
6.4.0-
2.noarch.rpm

IBM SDD multipath I/Oデバイス

注記 : このリカバリキットはMultipath Storage Support ARK
に含まれています。Multipath Storage Support ARKには、

次のリカバリキットが含まれます。PowerPathリカバリキッ

ト、 IBM Subsystem Device Driver( SDD)リカバリキッ

ト、DeviceMapper Multipath( DMMP)リカバリキッ

ト、Hitachi Dynamic Link Manager( HDLM)リカバリキッ

ト、NEC iStorage StoragePathSavior( SPS)リカバリキットで

す。これら 5つのリカバリキットは、5つの個別の rpmで提供

されます。LifeKeeperで使用する共有ストレージモデルが必

要とする特定のリカバリキットのみインストールしてください。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 保護対象のアプリケーション

LifeKeeper Device
Mapper Multipath
(DMMP) Recovery
Kit

steeleye-
lkDMMP-7.3.0-
2.noarch.rpm

Linux dm-multipath I/Oデバイス

注記 : このリカバリキットはMultipath Storage Support ARK
に含まれています。Multipath Storage Support ARKには、

次のリカバリキットが含まれます。PowerPathリカバリキッ

ト、 IBM Subsystem Device Driver( SDD)リカバリキッ

ト、DeviceMapper Multipath( DMMP)リカバリキッ

ト、Hitachi Dynamic Link Manager( HDLM)リカバリキッ

ト、NEC iStorage StoragePathSavior( SPS)リカバリキットで

す。これら 5つのリカバリキットは、5つの個別の rpmで提供

されます。LifeKeeperで使用する共有ストレージモデルが必

要とする特定のリカバリキットのみインストールしてください。

Hitachi Dynamic
Link Manager
Software (HDLM)
Recovery Kit

steeleye-
lkHDLM-7.2.0-
1.noarch.rpm

Hitachi Dynamic Link Manager Softwareデバイス

注記 : このリカバリキットはMultipath Storage Support ARK
に含まれています。Multipath Storage Support ARKには、

次のリカバリキットが含まれます。PowerPathリカバリキッ

ト、 IBM Subsystem Device Driver( SDD)リカバリキッ

ト、DeviceMapper Multipath( DMMP)リカバリキッ

ト、Hitachi Dynamic Link Manager( HDLM)リカバリキッ

ト、NEC iStorage StoragePathSavior( SPS)リカバリキットで

す。これら 5つのリカバリキットは、5つの個別の rpmで提供

されます。LifeKeeperで使用する共有ストレージモデルが必

要とする特定のリカバリキットのみインストールしてください。

LifeKeeper NEC
iStorage
StoragePathSavior
(SPS) Recovery
Kit

steeleye-lkSPS-
7.5.1-
4350.noarch.rpm

NEC iStorage StoragePathSavior version 3.3以降の

multipath I/Oデバイス

注記 : このリカバリキットはMultipath Storage Support ARK
に含まれています。Multipath Storage Support ARKには、

次のリカバリキットが含まれます。PowerPathリカバリキッ

ト、 IBM Subsystem Device Driver( SDD)リカバリキッ

ト、DeviceMapper Multipath( DMMP)リカバリキッ

ト、Hitachi Dynamic Link Manager( HDLM)リカバリキッ

ト、NEC iStorage StoragePathSavior( SPS)リカバリキットで

す。これら 5つのリカバリキットは、5つの個別の rpmで提供

されます。LifeKeeperで使用する共有ストレージモデルが必

要とする特定のリカバリキットのみインストールしてください。

LifeKeeper
WebSphereMQ
Recovery Kit

steeleye-lkMQS-
7.0.0-
5.noarch.rpm

コマンドサーバ、リスナーおよびパーシステントキューマネージャ

データを含むWebSphereMQバージョン 5.3、5.3 Express
Edition、6.0もしくは 7.0キューマネージャ

LifeKeeper
Extender

steeleye-
lkEXTENDER-
5.0.1-
1.noarch.rpm

基本的なアプリケーションRecovery Kitを作成するためのサ

ンプルコードとツールです。マニュアルでは、Recovery Kitの
アーキテクチャの概要およびRecovery Kitのコンポーネントと

APIの詳細が説明されています。
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LifeKeeperのオプションサポートソフトウェア

パッケージ パッケージ名 保護対象のアプリケーション

Quorum/Witness
Package

steeleye-
lkQWK-7.2.0-
7.noarch.rpm

障害となったノードのステータスを確認するために、他のノー

ドからの意見を取得する機能です。witnessサーバは、フェ

イルオーバを行う際の、プライマリノード、バックアップノード間

の調停役として機能します。フェイルオーバ先となることがで

きるノードは、witnessサーバが障害となったノードのステータ

スに関して同じ意見である場合のみ、リソース起動が許可

されます。

DataKeeper Core steeleye-lkDR-
8.0.0-
5104.noarch.rpm

DataKeeperパッケージはデータレプリケーション(インテントロ

グを使用する同期または非同期のミラー)を提供します。

LifeKeeper
Recovery Kit for
XP Cluster
Extension

steeleye-
lkXPCLX-7.2.0-
16.noarch.rpm

XPストレージアレイに付属のサーバ上で動作するアプリケー

ションを保護するHP StorageWorks XP Continuous
Access Softwareをサポートします。

LifeKeeperのオプションサポートソフトウェア

下記のソフトウェアは、LifeKeeperのマルチサイトのマイグレーション機能を可能にします。

パッケージ パッケージ名
保護対象の

アプリケーション

LifeKeeper Multi-
Site

steeleye-lkDR-7.3.0-7.noarch.rpm
この機能を有効にするための専用ライセンスが必要で

す。 SIOS Technology Corpまでご連絡ください。

共有ストレージの

クラスタに対するデ

ィザスタリカバリの

保護を提供しま

す。

SteelEye Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

このリリースの新機能
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バグの修正

製品 機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 5 Update 8のサポート。

RedHat Enterprise Linux Version 6 Update 2のサポート。

Oracle Enterprise Linux Version 5 Update 8のサポート (非 UEKカーネル)。

Community ENTerprise Operating System( CentOS) Version 6 Update 2のサ

ポート。

サブシステムのログ機能の強化 ( syslog、syslog-ngおよび rsyslogのログを一元

的に記録、イベントごとに一意のメッセージ ID、システム管理ツールによる構文

解析を容易にするための一貫したログ記録フォーマット )。

新しい検索可能なメッセージカタログ(必要に応じて、エラーコードの原因および

問題を解決するために必要な処置について詳しい説明を提供 )。

簡単なインストール(単一のイメージファイルを使用 )。

一般的なメンテナンス(下記のバグの修正を参照 )。

Oracle

パフォーマンスおよび拡張性の向上。

作成および拡張アクションのパフォーマンスの向上。

vAppKeeperでのルートファイルシステム上でのOracle階層の作成機能および

listener.oraやoratabのカスタムパスの定義機能などの拡張機能。

ログフォーマットの拡張および整理統合。

一般的なメンテナンス

バグの修正

下記は、最新のバグの修正および拡張機能のリストです。

バグ 説明

2672 Oracleリカバリーキットにて、2つ目のOracle listenerリソースを作成時に不正なIPアドレス

が表示される不具合を修正しました。

2671 既に保護されているリスナーが保護されていないリスナーの一覧に表示されないように修正

しました。

2598 レプリケーション用NICで ipv6が有効な状態であり、且つ ipv6アドレスがない場合、nbd-
serverがFAILする不具合を修正しました

2474 リソース作成時に初期値としてNICに eth0以外を指定した場合でも、拡張する際の初

期値として eth0が選ばれてしまう不具合を修正しました。

2467 IP リカバリキットにて、VLANのインターフェースカードが一覧に表示されない不具合を修正

しました。

2438 Cent OS6.1 64bit OSで、SDR リソースの作成に失敗する不具合を修正しました。

2422 SuSEにて lksupport実行時、/etc/rc.dが正常に取得できない不具合を修正しま

した。
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システム要件

バグ 説明

2407 gen/appのGUI表示画面にヘルプを追加しました。

2381 TCP-IPプロトコルによる pingnfsに対応しました。

1828 Oracleリカバリーキットにて、特定のパラメータを調整できるようにしました。

1687 Oracleリカバリーキットにて、 quickCheck時にremove/recoveryの状態であるか確認して

いなかった不具合を修正しました。

1666 Oracleリカバリーキットにて、/etcと/var/opt/oracle両方のディレクトリを参照できるよ

うに修正しました。

1392 Oracleリカバリーキットにて、プロパティ画面の起動に時間がかかってしまう不具合を修正し

ました。

1134 インストール時に binfmt_miscがインストールされていないとJavaのインストールに失敗す

る不具合を修正しました。

766 Oracleリカバリーキットにて、databaseサービスが既に起動しているとlistenerサービスが自動

起動となっていても起動しない不具合を修正しました。

653 Oracleリカバリーキットにて、特定の処理を実行する際、getlocks処理を実行するように

修正しました。

96 Oracleリカバリーキットにて、リスナー名を取得する処理の正規表現の不具合を修正しまし

た。

システム要件

SPSの製品要件

SPS for Linuxは Linux構成表に示す最低要件を満たすすべてのLinuxプラットフォームでサポートされ

ます。

注記 : Linuxサーバ上のLifeKeeperは、LifeKeeper forWindows との互換性はありません。

説明 要件

Linuxオペレーテ

ィングシステム

個々のオペレーティングシステム情報については、 Linux構成表を参照してくださ

い。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

説明 要件

仮想環境

仮想マシン内で起動するゲスト OSが上記のサポート対象のバージョンのうちの1
つである限りLifeKeeper for Linuxはハイパーバイザーに依存しないように設計さ

れています。以下の仮想環境は SteelEye Protection Suite for Linuxが展開され

ている場合の例です。

l Citrix XenServer
l KVM
l Microsoft Virtual Server 2005 R2
l Oracle Virtual Machine( OVM)
l VMware ESX Server 3.x
l VMware vSphere 4.x
l VMware vSphere 5.x
l VMware Server 1.0

構成要件および制限の詳細については、LifeKeeper for Linux in VMware ESX
Server Virtual Machines, Configuration Guidelinesを参照してください。

Microsoft Virtual Server 2005 R2、VMWare Server 1.0およびCitrix XenServer
仮想マシン上で動作する LifeKeeper for Linuxは、NAS とSteelEye DataKeeper
のクラスタストレージオプションでサポートされます。これらすべてのストレージオプショ

ンは、virtual-to-virtual、virtual-to-physicalおよびphisical-to-virtualのフェイルオー

バ構成で使用できます。仮想マシン環境でのNAS とDataKeeper構成は、物

理マシン環境と全く同じ環境になります。

ファイバーチャンネルSANおよび共有 SCSI クラスタ構成はMicrosoft Virtual
Server 2005 R2、VMWare Server 1.0、KVMおよびCitrix XenServer仮想マシン

上で動作する LifeKeeper for Linuxをサポートしません。

Korn Shell pdksh-5.2.14(もしくはそれ以降 )

メモリ

LifeKeeperをサポートするシステムの最小メモリ要件は 512MBです。これは

LifeKeeperがサポートする Linuxディストリビューションが必要とする最低限の容量

です。システムのメモリは LifeKeeperが保護するシステム上で動作するアプリケー

ションに対してサイジングする必要があります。詳細については、Application
Configurationを参照してください。

ディスク容量

SPS Core Package Clusterに必要なディスク容量は次のとおりです。

/opt – 32ビットシステムでは約 100000( 1024バイト )ディスクブロック

/opt – 64ビットシステムでは約 100000( 1024バイト )ディスクブロック

/ –約 110000( 1024バイト )ディスクブロック

SPSのオプションリカバリソフトウェア

次の表は、オプションのLifeKeeperリカバリソフトウェアのソフトウェア要件とディスク容量要件を示してい

ます。

SPSが保護するアプリケーションに適用される追加の要件や制限については、Application
Configurationを参照してください。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

製品 要件
ディスク容

量要件

LifeKeeper ApacheWeb Server
Recovery Kit

AApacheWeb Server 1.3.14および2.x

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

175( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

SAP Recovery Kit SAP 7.0 Enhancement Package 1および2, SAP
7.1およびSAP 7.3

LifeKeeper v7.3.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

LifeKeeper NFS Server Recovery Kit v5.1.0また

はそれ以降

LifeKeeper Network Attached Storage Recovery
Kit v5.0.0またはそれ以降

/optに約

200( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper Oracle Recovery Kit Oracle 10g Standard Edition, Standard Edition
One,または Enterprise Edition

Oracle 11g Standard Edition, Standard Edition
One, Enterprise Edition

Oracle 11g Release 2

LifeKeeper v6.2.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

450( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper DB2Recovery Kit IBM DB2 Enterprise Server Edition (ESE) v8.1
以降または v9

IBM DB2Workgroup Server Edition (WSE) v8.1
以降または v9

IBM DB2 Express Edition v 8.1以降または v9

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

LifeKeeper NFS Server Recovery Kit v5.1.0以
降 (マルチパーティションのDB2 EEEおよびDB2
ESEの場合のみ)

/optに約

180( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper Informix Recovery
Kit

Informix Dynamic Server 9.2, 9.3, 9.4および

Informix Dynamic Server 10

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

175( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper MySQLRecovery
Kit

MySQL 3.23.x, 4.x, 5.xおよびMySQLEnterprise

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

120( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

製品 要件
ディスク容

量要件

LifeKeeper PostgreSQL
Recovery Kit

PostgreSQL v7.x, v8.xおよび v9.0.4

EnterpriseDB Postgres Plus Standard Server
v8.4.xおよび v9.0

EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server
v8.3.xおよび v8.4.x

LifeKeeper v6.2.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

185( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper Sybase ASE
Recovery Kit

Sybase ASE 12.5.xおよび15.5 /optに約

200( 1024バイ

ト )のディスクブ

ロック

LifeKeeper SAP DB / MaxDB
Recovery Kit

スタンドアロンで使用する場合のSAP DB 7.3.0
Build 21

SAP と使用する場合のSAP DB 7.3.0 Build 35

MaxDB 7.5.x, MaxDB 7.6.x, MaxDB 7.7.xまた

はMaxDB 7.8.x

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

170( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper Postfix Recovery
Kit

Postfix ソフトウェアは、それぞれのサーバにサポー

トされた Linuxディストリビューションをインストール

し、設定します。同じバージョンのPostfixが、それ

ぞれのサーバにインストールされる必要がありま

す。

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

115( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper SambaRecovery
Kit

サポート対象のLinuxディストリビューションに付属

の標準 sambaファイルサービス

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

235( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper NFS Server
Recovery Kit

Linux kernel version 2.6以降

LifeKeeper 7.4.0以降のCore Package Cluster

NFS ServerおよびクライアントパッケージがSLES
システム上にインストールされている必要がありま

す。

/optに約

160( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

製品 要件
ディスク容

量要件

LifeKeeper Network Attached
Storage Recovery Kit

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

90( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper Logical Volume
Manager (LVM) Recovery Kit

Linux Logical VolumeManager (LVM) version 1
もしくは 2

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

140( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper Software RAID
(md) Recovery Kit

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

145( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

EMC PowerPath 2.6ベースのLinux カーネルおよびディストリビューシ

ョン

PowerPath Kit v6.4.0-2：PowerPath for Linux
v5.3またはそれ以降

PowerPath Kit v6.4.0-2以前 :PowerPath for
Linux v4.4.x、4.5.x、5.0.xまたは 5.1.x

sg3_utils rpmはRedHatで必要となり、scsi rpm
は SLESで必要となります。

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

155( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

IBM Subsystem Device
Driver( SDD)

2.6ベースのLinux カーネルおよびディストリビューシ

ョン

IBM SDD driver v1.6.0.1-8以降

sg3_utils rpmはRedHatで必要となり、scsi rpm
は SLESで必要となります。

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

155( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

DeviceMapper Multipath
(DMMP)

2.6ベースのLinux カーネルおよびディストリビューシ

ョンmultipath tools 0.4.5以降

sg3_utils rpmはRedHatで必要となり、scsi rpm
は SLESで必要となります。

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

175( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

製品 要件
ディスク容

量要件

Hitachi Dynamic Link
Manager Software( HDLM)

Hitachi Dynamic Link Manager Software
Multipath I/O Configurations and Linux
Distribution Requirementsを参照してください。 .

/optに約

155( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

NEC iStorage Storage Path
Savior( SPS)

Storage StoragePathSavior for Linux Version 3.3
以降

RHEL5
RHEL6

SPS driver package( RHEL4もしくはRHEL5)

sps-L、sps-S、もしくは sps-E。sg3_utils rpmは

RedHat上で必要となり、scsi rpmは SLES上

で必要となります。

LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

155( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

WebSphereMQリソース WebSphereMQ versions 5.3、5.3 Express
Edition、6.0および7.0

LifeKeeper v6.3.0以降のCore Package Cluster

/optに約

400( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

LifeKeeper Extender LifeKeeper v6.0.0またはそれ以降のCore
Package Cluster

/optに約

185( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

Quorum/Witness Package LifeKeeper v7.2.0以降のCore Package Cluster /optに約

104( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック

HP StorageWorks CLX 2台のHP XPディスクアレイ

HP StorageWorks XP RAID Manager

HP StorageWorks XP Cluster Extension

HP StorageWorks XP Continuous Access
Software

SLES 10 SP3、SLES 11またはRedHat
Enterprise Linux 5.4 or 5.5

DeviceMapper Multipath (DMMP)

LifeKeeper DMMP Recovery Kit

LifeKeeper v7.2.0以降のCore Package Cluster

/optに約

64( 1024バイ

ト )ディスクブロ

ック
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SPSのオプションサポートソフトウェア

SPSのオプションサポートソフトウェア

次の表は、オプションのSPSサポートソフトウェアのソフトウェア要件とディスク容量要件を示していま

す。

製品 要件

ディスク

容量要

件

LifeKeeper Multi-Site

LifeKeeper v7.0.0以降のCore Package Cluster。

Linux カーネルバージョン 2.6(インテントログおよび非

同期書き込みサポートのためには 2.6.16以降 )

この機能を有効にするための専用ライセンスが必要

です。この専用ライセンスを取得希望する方

は、Contact SIOS Technology Corp.までご連絡くだ

さい。

/optに約

1800( 102-
4バイト )の
ディスクブ

ロック

クライアントのプラットフォームとブラウザ

SPS webクライアントは、Java Runtime環境 ( JRE) 6をサポートするすべてのプラットフォームで動作し

ます。現在サポートされている構成は、JRE 6に伴う、Linux、Windows 2000、Windows Server
2003、Windows 2008 R2、Windows XP、Windows 7またはWindows Vista上のFirefox、 Internet
ExplorerおよびChromeです。その他の最近のプラットフォームやブラウザは SPS webクライアントで動

作する可能性がありますが、SIOS Technology Corpでは、それらの環境でのテストをしていません。

クラスタで、クライアントマシンの、hostsファイルのすべてのホスト名とアドレスを明確にする必要がありま

す(通常は /etc/hostsまたはC:\windows\system32\drivers\etc\hostsにあります)。それは、クライアン

トの接続時間を最小にし、DNS停止時であっても接続することを可能とします。

インストールおよび構成

インストールおよび構成の詳しい情報については、 SteelEye Protection Suite Installation Guideを参

照してください。

アップグレード

LifeKeeperは LifeKeeper Version 7.4または Version 7.5からVerison 8にアップグレードできます。7.4
または 7.5以外のバージョンからのアップグレードの場合、それまでのバージョンをアンインストール

し、SteelEye Protection Suite for Linuxを再インストールする必要があります。それまでのバージョンをア

ンインストールしないで、一度 7.4または 7.5にバージョンをアップグレードした後、8.0にアップグレードす

ることもできます。

ストレージとアダプタのオプション

共有ストレージ構成において SPSが現在サポートしているディスクアレイストレージモデルやアダプタ、ま

たそれらの認定のタイプの一覧については、ストレージとアダプタのオプションを参照してください。それら

のアレイおよびアダプタのドライババージョンやその他の設定要件の詳細については、ストレージとアダプタ

の設定に記載されています。
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テクニカルノート

テクニカルノート

SPS環境に関連した構成および動作上の問題点についてテクニカルノートをお読みになることを強く

お勧めします。

既知の問題

SteelEye Protection Suite for Linuxテクニカルドキュメンテーションのトラブルシューティングセクションおよ

びDataKeeperトラブルシューティングセクションの既知の問題と制限を参照してください。
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